
令和２年８月２４日 尾張旭市総務部行政経営課

編 成 方 針

◎新型コロナウイルス感染症によって生じている諸課題への対応など、緊急に措置を必要とするものについて、補正予算を編成

するもの。

予 算 規 模

◎一般会計補正予算（第５号） ７億９，０２４万９千円（補正後予算額３５３億６，３６６万２千円）

概 要

１ 新型コロナウイルス感染症対策 ２億６，９９０万円
・公立陶生病院組合負担金（２億１００万円）ほか
・詳細は別紙「令和２年度一般会計補正予算(第５号)の概要≪新型コロナウイルス感染症対策関連・９月定例会分≫」
のとおり

２ 北原山土地区画整理事業の推進〔都市整備課〕 １億６，７１５万円
・国庫補助金を活用して北原山地区内の主要道路となる都市計画道路北原山２～５号線の築造等を更に進める。

３ 旭台桜並木の植替え促進〔土木管理課〕 １，０００万円
・旭台通りの桜の木の植替えを進め、併せて植栽帯の移設や道路施設を補修する。

令和２年度一般会計補正予算（第５号）の概要
≪９月定例会分≫

１



４ 保育園等施設及び遊具修繕〔こども未来課〕 ７３０万円
・保育園とピンポンパン教室のより安全な環境を確保するため、施設や遊具を修繕する。

５ リサイクル広場移転整備工事〔環境課〕 ７００万円
・市役所南側に移転予定のリサイクル広場について、既設倉庫と駐車場を一体的に利用できるよう改修する。

６ 給食費徴収システム導入 [教育行政課] １，４００万円 【債務負担行為】
・教員の多忙化解消のため、学校給食費を市が直接徴収できるシステムの構築を令和３年度中の稼働に向けて進める。

２



令和２年度一般会計補正予算（第５号）の概要
≪新型コロナウイルス感染症対策関連・９月定例会分≫

令和２年８月２４日 尾張旭市総務部行政経営課

編 成 方 針

◎新型コロナウイルス感染症によって生じている諸課題に対し、切れ目のない対策を実施するため、緊急に措置を必要とする経

費について補正予算を編成するもの。

予 算 規 模

◎一般会計分（事業費） ２億６，９９０万円

１

概 要

１ 公立陶生病院組合負担金（予算の増額）〔健康課〕 ２億 １００万円［ 寄附金 ］
・新型コロナウイルス感染拡大の影響で外来・入院患者が減少し、医業収益が減収となっている公立陶生病院の経営安
定のため、尾張旭市・瀬戸市・長久手市の３市で総額１０億円の財政支援を行う。（尾張旭市の負担割合20.1％）

２ にぎわいイベント事業〔産業課〕 ２００万円［ 交付金 ］
・市民祭など大規模イベントが中止となる中、感染症対策を施した中規模イベントを開催し、新しい生活様式に対応し
た運営方法を検証するとともに、にぎわい創出を図る。

３ 新成人の集いの感染症対策〔生涯学習課〕 ９０万円［ 交付金 ］
・令和３年１月の新成人の集いの会場を、３密を回避するため各中学校体育館に変更して開催する。



２

４ 都市計画情報閲覧システムの導入〔都市計画課〕 ３００万円［ 交付金 ］
・市役所で対面により提供してきた都市計画情報をインターネット公開し、新しい生活様式への対応を図る。

５ 修学旅行等キャンセル費用の助成〔教育行政課〕 ３，８００万円
・感染症の影響により修学旅行や野外活動を中止する場合に発生するキャンセル料の保護者負担分を公費助成する。

６ 小中学校における感染拡大防止資機材の整備〔教育行政課〕 ５００万円
・小中学校の感染拡大防止資機材を整備する。

７ 住居確保給付費（予算の増額）〔福祉課〕 ２，０００万円（国3/4・市1/4）
・申請者の増加に対応するため、住居確保給付費予算を増額する。

※１ 事業費末尾の [ 交付金 ] は、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」の対象予定事業

※２ 事業費末尾の [ 寄附金 ] は、「新型コロナウイルス感染症対策寄附金」の対象予定事業

※３ この他、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金対象事業と充当額の調整を行い、新型コロナウイルス感染
症対応で残高が減少している財政調整基金の復元を図る。




